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PIARCテクニカルレポート(2020-2023) の概要

■ Strategic Theme 1 - Road Administration
（戦略テーマ 1_道路行政）

TC 1.1 Performance of Transport Administrations（交通行政のパフォーマンス） 

● Customer Experience and Public Value Creation - Technical Report
（顧客体験と公共価値の創造 - テクニカルレポート）

道路利用者、通行料支払者、ステークホルダー等を「カスタマー（顧客）」と呼び、各国の道路管

理者が顧客にどのような顧客体験（CX）や公共価値を提供し、どのように評価しているか、ケース

スタディ、文献レビューを通して分析。

● Customer Experience - Case Study Analysis
（顧客体験 - 事例分析）

道路管理者等の公共機関が顧客体験（CX）の向上に取組むことで、公共価値の創出や社会的

責任の遂行などの目標達成にどのように貢献できるか世界から 16事例を収集、分析。 

● The Role of Transport Agencies in Shaping Disruptive Technologies and Service Models - Technical Report
（破壊的技術とサービスモデルの形成における交通機関の役割 - テクニカルレポート） 

 道路・交通部門に影響を与える破壊的／革新的な技術とサービスモデルについて、特徴、影

響、展望を分析し、道路管理者等が対応するために必要な政策・規制・組織等について提言。

● The Role of Transport Agencies in Shaping Disruptive Technologies and Service Models - Survey Report
（破壊的技術とサービスモデルの形成における交通機関の役割 - 調査レポート） 

自動運転、電気自動車、MaaS など既存の技術やサービスを置き換え、新たな市場や価値を創

出する破壊的技術の特徴や現状、交通諸機関が直面する課題や機会、そして国際的なアンケー

ト調査結果をもとに今後の方向性や推奨事項を検討。

● The Role of Transport Agencies in Shaping Disruptive Technologies and Service Models - Case Study Summary Report 
（破壊的技術とサービスモデルの形成における交通機関の役割 - 事例集） 

 道路・交通部門に大きな影響を及ぼす破壊的／革新的な技術とサービスモデルについて、道路

管理者等がどのように政策や規制、組織の面で対応しているか各国のケーススタディを調査。

【レポートのタイプ】 
● ：フルレポート

● ：ブリーフィングノート

● ：事例集

● ：文献レビュー
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● It´s All About People - Defining and Promoting Diversity and New Talent Management - Technical Report 
（すべては人々のためにある – 多様性の明確化と推進、そして新たな人材マネジメント - テクニカルレポート） 

 
 交通行政における多様性の推進、能力の管理・運営における課題とアプローチの確立を目指

し、ケーススタディをまじえて紹介。 

● Diversity and Talent Management in Transport Administrations – The Road to Success? - Litterature Review 
（交通行政における多様性と人材マネジメント – 成功への道? - 文献レビュー） 

 
 文献レビューにより、道路交通分野における多様性と人材管理戦略の実施における成功事例、

これらの戦略の利点、多様性と人材管理が交通機関や道路行政にもたらす価値や効果を調査。 

 
TC 1.2 - Road and Transport Planning for Economic and Social Development  
（道路と交通の計画による社会経済開発） 

TC 1.3 - Finance and Procurement （資金と調達） 

● Best Practices in Funding and Financing of Road Infrastructure - Collection of Case Studies 
（道路インフラの資金調達と財源におけるベストプラクティス - 事例集） 

 
 道路インフラの持続可能な発展に向けて、財源の確保や経営の効率化などの方策を検討する

ため 22カ国34事例を収集。PPPなどの代替的な資金調達モデルの採用を妨げる要因や、各事

例の長所と短所を評価。 

● Impact of New Propulsion Techniques on Funding Road Infrastructure - Briefing Note 
（新しい推進技術が道路インフラの資金調達に与える影響 - ブリーフィングノート） 

 
 脱炭素化に向けた新しい推進技術（電気、水素など）の普及状況を踏まえ、短中期・長期的な視

点から、燃料税以外の道路インフラ整備財源の特徴および導入時の課題や留意点について検

討。 

 

TC 1.4 - Climate Change and Resilience of Road Networks （気候変動と道路ネットワークのレジリエンス） 

● Uniform and Holistic Approaches to Resilience: Climate Change and Other Hazards - Technical Report 
（レジリエンスへの統一的かつ総合的なアプローチ: 気候変動とその他の災害 - テクニカルレポート） 

 
 気候変動にとどまらず様々な災害を考慮してレジリエンスの概念を検討し、様々な種類の災害

の相互関係、社会的影響、レジリエンス計画へのステークホルダー関与の重要性などについて検

討。 
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● Climate Change, Other Hazards and Resilience of Road Networks - Collection of Case Studies 
（気候変動やその他の災害と道路ネットワークのレジリエンス - 事例集） 

 
 気候変動やその他の災害と道路ネットワークのレジリエンスに関するケーススタディ。24 カ国

71事例を収集し、気候変動適応やレジリエンスの観点から課題や対策を紹介。 

● PIARC International Climate Change Adaptation Framework 2023 - Technical Report 
（PIARC 国際気候変動適応フレームワーク 2023 - テクニカルレポート） 

 
 2016-2019年に策定されたPIARC国際気候変動適応フレームワークを2020-2023年に改訂。

2023 年版では様々な手法を適用できる構造を提供しており、データの入手可能性などに応じて

柔軟に対応できるようになっている。 

 

TC 1.5 - Disaster Management （災害マネジメント） 

● The Use of Big Data and Social Networks for Disaster Management - Technical Report 
（ビッグデータとソーシャルネットワーク情報の災害マネジメントへの活用 – テクニカルレポート） 

 
 災害管理のためのビッグデータとソーシャルネットワークの利用について検討。分析によると、

ビッグデータとソーシャルネットワークの情報収集と分析は、災害・緊急時のライフサイクルの間

に行われ、情報の殆どは、交通、インフラ、気象データに関するものである。 

● The Use of Big Data and Social Networks for Disaster Management - Briefing Note 
（ビッグデータとソーシャルネットワーク情報の災害マネジメントへの活用 - ブリーフィングノート） 

 
 ビッグデータやソーシャルネットワークなど新しい情報の進化を考慮して、災害管理におけるこ

れらの技術の潜在的な活用方法をアンケート調査により検討。 

● Financial Aspects of Disaster Management - Technical Report 
（災害マネジメントの財政的側面 - テクニカルレポート） 

 
 世界各国の災害管理に関する事例を収集し、極端な自然災害が発生した際に、より統合された

効果的な財源管理プロセスを提供するツールや活動を分析。 

● A Study on Financial Management of Disasters in the International Arena - Briefing Note 
（国際社会における災害の財政マネジメントに関する研究 - ブリーフィングノート） 

 
 世界各国の災害マネジメントの分野で採用されている主な戦略をそのプロセス全体における財

政的な側面に特に焦点を当てて検討し、より効果的で総合的な管理を確実にするために、今後強

化すべき点を概説。 
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TF 1.1 - Well-prepared Projects （綿密に準備されたプロジェクト） 

● Well-Prepared Projects 
（綿密に準備されたプロジェクト） 

 
 交通プロジェクトの準備について 17 事例を収集。効果的なプロジェクト準備の要素として、明確

な目標設定、リスク管理、適切な資源配分、関係者間のコミュニケーションの重要性を強調。制

度、調達、人的資源、時間的側面、BIMのような新しいツールの有用性についても検討。 

 
 
■ Strategic Theme 2 - Mobility 
（戦略テーマ 2_モビリティ） 

TC 2.1 - Mobility in Urban Areas （都市圏のモビリティ） 

● Case Studies on Travel Behavior Data Collection in Metropolitan Regions - Briefing Note 
（大都市圏における交通行動データ収集のケーススタディ - ブリーフィングノート） 

 
 5 つの都市圏（モントリオール、プラハ、ボローニャ、ケープタウン、ソウル）の交通行動データ収

集の事例について、調査主体、調査対象範囲、調査対象人数、調査項目、データ管理などを比

較。 

● Multimodal Solutions for Optimizing -Road Networks in Urban and Peri-Urban Areas - Case Studies 
（都市および都市周辺部における道路ネットワークを最適化するマルチモーダルなソリューション – 事例集） 

 
 マルチモーダルな交通結節点、モビリティハブ、道路空間の活用、徒歩・自転車環境などマルチ

モーダルなアプローチによって道路網を最適化する事例を収集。成功要因、効率性、レジリエン

ス、持続可能性などの観点から紹介。 

● Evaluating Impacts of New Mobility in Urban and Peri-Urban Areas - Collection of case studies 
（都市および都市周辺部における新しいモビリティの影響評価 - 事例集） 

 
 都市部・都市周辺部における自動運転、電気自動車、MaaS、シェアリングサービスなど新しい

モビリティのケーススタディについて、影響評価指標、持続可能性や資金調達から考察。 

 

TC 2.2 - Accessibility and Mobility in Rural Areas（地方部のアクセシビリティとモビリティ） 

● Rural Roads: Pillars of Rural Development - Case Studies 
（地方部の道路：地方開発の柱 - 事例集） 

 
 アフリカ中低所得国（チュニジア、ブルキナファソ、モロッコ、ニジェール、コートジボワール、マ

リ）における地方道路の社会経済的影響を検証し、投資不足、維持管理の欠如、必要なリソース

へのアクセス困難などの課題を指摘。 
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TC 2.3 - Freight（貨物輸送） 
● Monitoring and Regulation to Reduce Overloading and Associated Infrastructure Damage on Road Networks - Technical Report 

（道路ネットワークにおける過積載とそれに伴うインフラ損傷を軽減するためのモニタリングと規制 - テクニカルレポート） 
 
 過積載、法令違反や車両不良、運転手の疲労やスピード違反は、特に中低所得国において、重

大な道路安全上の問題や道路インフラへの大きな損傷、環境への影響を引き起こす。Weigh-In-
Motion（WIM）を用いた過積載の取締など関連する事例を紹介。 

● Control and Enforcement Measures to Reduce Truck Overloading and Associated Infrastructure Damage on Road Networks - Collection 
of Case Studies （道路ネットワークにおけるトラックの過積載とそれに伴うインフラ損傷を軽減するための規制・取締対策 - 事例集） 

 
 道路貨物輸送の過積載を防止するため施策について、過積載の取締りに関する事例と、「正し

い道路に正しいトラックを走らせる」ことによるインフラ損傷軽減に関する事例を収集。 

● Greening of Freight Transport - Technical Report 
（環境に優しい貨物輸送 - テクニカルレポート） 

 
 貨物輸送の温室効果ガス排出を削減するための施策や事例を分析。欧州 Green Deal や米国

インフレ削減法などの大規模政策の影響、中低所得国の適用可能性も考察。排出削減アプロー

チを 4 つに分類：①各車両の排出量を減らす、②各車両の走行距離を減らし輸送量を増やす、③

燃料車両による輸送を減らす、④建設活動に関連する交通の排出を減らす。 

● Greening of Freight Transport - Fact Sheets 
（環境に優しい貨物輸送 - ファクトシート） 

 
 気候変動対策の重要分野である貨物輸送の温室効果ガス排出削減施策や事例。国連パリ協定

は、2050 年までに全ての交通手段と全ての国がゼロ・エミッション（ZE）を目指す。環境に優しい

貨物輸送に関する国や地域の政策や計画を概観し、14のグッドプラクティスを紹介。 

 
TC 2.4 - Road Network Operation / Intelligent Transportation Systems（道路ネットワーク管理／ITS） 

● Optimizing Road Network Operations Using Big Data - Technical Report 
（ビッグデータを活用した道路ネットワーク管理の最適化 - テクニカルレポート） 

 
 道路ネットワーク管理におけるビッグデータ活用の現状や将来展望について、データソース、パ

フォーマンス評価、リアルタイム管理、技術的課題を検討。また、導入の注意点、データ品質の向

上、プライバシー保護、システムの信頼性やセキュリティについて検討。 

● Utilizing Data to Optimize Road Network Operations - Collection of Case Studies 
（データ活用による道路ネットワーク管理の最適化 - 事例集） 

 
 データを活用した道路交通改善の取組 21 事例を収集。リアルタイムおよびアーカイブ交通デー

タのプラットフォーム（米国）、複数データを組合せた渋滞観測（オーストラリア）、CCTV カメラによ

る交通状況管理（シンガポール）、自動パターン認識技術を用いた渋滞解析（ドイツ）など。 
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TF 2.1 - New Mobility and its Impact on Road infrastructure and Transport  
（新たなモビリティが道路インフラと交通に与える影響） 

● New Mobility and Road Infrastructure - A PIARC Technical Report 
（新たなモビリティと道路インフラ - テクニカル レポート） 

 
 コネクテッド・自動運転車、協調 ITS、デジタルハイウェイ、隊列走行、MaaS、EV など新たなモ

ビリティの影響、特に計画、運用、維持管理段階における道路インフラへの影響を道路管理の観

点から検討し、各技術の現状、課題および将来の展望を考察。 

 
TF 2.2 - Electric Road Systems (ERS) （電気道路システム） 

● Electric Road Systems – A Route to Net Zero - Technical Report 
（電気道路システム – ネットゼロへの道 – テクニカルレポート） 

 
 電気道路システム（Electric Road Systems：ERS）の仕組みや、電気自動車（EV）との比較、技

術の進歩と将来の展望について解説。ERS実装の課題や制約、ERSのコストや整備に関する課

題、法規制や政策の問題などを検討。 

● Electric Road Systems - Collection of Case Studies 
（電気道路システム 事例集） 

 
 世界各地で展開されている電気道路システム（Electric Road Systems：ERS）の事例18件を収

集し、その利点や機能など最新動向を紹介。ERS の主な利点は、小さなバッテリーで長距離を走

行できることであり、特にトラックやバスでは大きな効果が期待できる。 

 
TF B.2 - Automated Vehicles – Challenges and Opportunities for Road Operators and Authorities  
（自動運転車 – 道路事業者・管理者の課題と機会） 

● Automated Vehicles - Challenges and Opportunities for Road Operators and Road Authorities - Technical Report 
（自動運転車 - 道路事業者と道路管理者の課題と機会 - テクニカル レポート） 

 
 自動運転に必要な道路インフラからの支援、道路管理者の役割について、物理的インフラ（道路

標識、路面表示、道路構造等）、デジタルインフラ（コネクティビティ、高精度マップ等）、道路管理

への影響（従来車との混在により交通容量の減少・安全性低下等）、社会的課題への対応（賠償

責任、ヒューマンファクターの安全性への影響等）を検討。 
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■ Strategic Theme 3 – Safety and Sustainability 
（戦略テーマ 3_安全と持続可能性） 

TC 3.1 - Road Safety（道路の安全） 
● Specific Road Safety Issues for LMICs: Illustrative Examples - Collection of Case Studies 

（LMICs の具体的な交通安全問題: 実例 - 事例集） 
 
 世界の交通事故死者数の 90%は中低所得国(LMICs)での事故であり、LMICs における主要

な死因である。2030 年までで注視すべき 12 の交通安全に関する問題について、具体的な対策

事例、および対策の実施効果を示した研究を紹介。 

● Road Safety in LMICs: Identification and Analysis of Specific Issues - Literature Review 
（LMICsにおける交通安全: 具体的な問題の特定と分析 - 文献レビュー） 

 
 中低所得国(LMICs)が 2030 年までに特に注意を払う必要がある具体的な交通安全の課題を

特定。SDGs、交通安全文化、交通安全管理とリーダーシップ、交通安全の専門知識、都市デザ

イン、費用対効果、法律と執行、速度など 12 の課題が示され、それぞれについて LMICs の現

状と重点分野を分析。 

● Saving Lives Around the World With Proven Countermeasures - Technical Report 
（実績のある対策で世界の命を救う – テクニカルレポート） 

 
 交通安全対策として多くの国で効果が確認されている実績のある対策を、各 2 ページのファクト

シートにとりまとめ、自転車ボックス、クリア・ゾーン、カーブ警戒標識など 16の対策を紹介。 

● Road Safety Audits Guidelines for Road Projects - A PIAC Technical Report 
（道路プロジェクトのための道路安全監査ガイドライン - テクニカルレポート） 

 
 新しい道路プロジェクトの計画・設計段階における安全上の欠陥を避けるために開発されてきた

道路安全監査（RSA）のベストプラクティスを紹介。 

 

TC 3.2 - Winter Service（冬期サービス） 

● Integration of New Technologies in Winter Service - A PIARC Technical Report 
（冬期サービスにおける新技術の導入 - テクニカルレポート） 

 
 冬期サービスを向上させる新技術として、降雪時や視界が悪い状況でも安全かつ正確な作業を

可能にする高精度な衛星測位サービスを活用した除雪作業支援システム、車載カメラを用いた道

路状況のモニタリング、冬タイヤの自動判別システムによる規制の省力化、凍結防止剤最適自動

散布システムなどを紹介。 
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● Winter Mobility in Cities - Collection of Case Studies 
（都市の冬期モビリティ - 事例集） 

 
 世界 19 都市を対象に実施したアンケート調査を基に、都市部の冬期維持管理事例を紹介。ア

ンケートは、都市部の冬期維持管理体制の把握とベストプラクティス収集を目的に、道路や舗装

の維持基準、都市交通ネットワークの維持、都市部のマルチモダリティの 3 つの観点から事例を

収集。 

● Snow and Ice Databook 2022 - Technical Report 
（雪氷データブック 2022 – テクニカルレポート） 

 
 世界各国の冬期道路に関するデータを掲載した資料集。2002 年札幌冬期道路会議に合わせて

発刊され、その後 4 年毎に改訂。2022 年版は 20 の国と地域を収録し、1)地理と道路の概要、2)
気候、3)冬期道路管理（管理目標、組織体制等）、4)研究開発を紹介。 

 

TC 3.3 - Asset Management （アセットマネジメント） 

● Measures for Improving Resilience of Road Network - Technical Report 
（道路ネットワークのレジリエンス向上のための対策 - テクニカルレポート） 

 
 道路ネットワークのレジリエンス改善に関するケーススタディ。道路資産への脅威を低減する事

例（ポルトガルの火災、ニュージーランドの洪水と落石対策）、道路資産の破壊を軽減する事例（地

震などの予防的対策）、資産の保護や強化が困難な場合の対策（リダンダンシーの強化、マルチ

モーダルな交通機関の代替）を紹介。 

● Renewal and Rejuvenation of Aging Infrastructure - Technical Report 
（老朽化インフラの更新と再生 - テクニカルレポート） 

 
 老朽化した道路資産の更新と再生に関するベストプラクティスを紹介。老朽化したインフラの状

態評価と優先順位付け、リスク管理と資金調達、技術的選択肢と費用効果分析、組織的な戦略と

管理手法、人材育成などについて知見や推奨事項を示す。 

 
TC 3.4 - Environmental Sustainability in Road Infrastructure and Transport  

（道路インフラと交通における環境持続性） 

● Low Emission Zones – Planning and Implementation - A PIARC Briefing Note 
（低排出ゾーン - 計画と実施 - ブリーフィングノート） 

 
 低排出ゾーン（LEZs）の導入に着目し、都市部の車両交通制限の重要性を検討。LEZs の設定

方法や影響について検討し、都市部の交通渋滞や環境問題に対処する戦略や具体事例（ポーラ

ンドのクラクフとベルギーのアントワープ）を紹介。 
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● Mainstreaming Biodiversity within Road Infrastructure Projects – A PIARC Technical Report 
（道路インフラプロジェクトにおける生物多様性の主流化 - テクニカルレポート） 

 
 道路インフラプロジェクトが生物多様性に与える影響を評価し、その保全と持続可能な開発を目

指すための実践的なガイド。道路インフラのライフサイクル全体にわたり、生態系への配慮をど

のように取り入れ、生物多様性の保全にどう貢献できるかを検討。 

● Mainstreaming Biodiversity within Road Infrastructure Projects – A PIARC Collection of Case Studies 
（道路インフラプロジェクトにおける生物多様性の主流化 - 事例集） 

 
 世界各国の道路インフラが生物多様性に与える影響とその対策を具体的な事例を通じて紹介。

テクニカルレポートの付属資料であり、収集したケーススタディを収録。 

 

TF 3.1 - Road Infrastructure and Transport Security （道路インフラと交通のセキュリティ） 

● Road Infrastructure and Transportation Security - A PIARC Technical Report 
（道路インフラと交通のセキュリティ - テクニカルレポート） 

 
 道路インフラに影響を及ぼす犯罪やテロの脅威に関するセキュリティリスクとそれに対処するリ

スクマネジメントについて検討。 

● Documents Relevant to Road Infrastracture and Transportation Security - Literature Review 
（道路インフラと交通のセキュリティに関連する文書- 文献レビュー） 

 
 道路インフラと交通のセキュリティに関する文献レビュー。セキュリティ評価、データ収集、気候

変動の影響、技術革新などに関する最新の研究や政策、事例、ツール、ガイドラインなどを紹介。 

 
 
■ Strategic Theme 4 – Resilient Infrastructure 
（戦略テーマ 4_レジリエント・インフラストラクチャー） 

TC 4.1 - Pavements（舗装） 

● Use of Recycled Materials in Pavements - Case studies 
（舗装におけるリサイクル材料の使用- 事例集） 

 
 セメント、乳剤、発泡アスファルト、加熱アスファルト混合物、セメントコンクリートのリサイクルに

関する事例集。水硬性バインダーまたは瀝青バインダーを使用した路上リサイクル、再生材をプ

ラント内で混合するリサイクルの事例など。 
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● Innovative Pavement Maintenance and Repair Strategies - Collection of Case Studies 
（革新的な舗装の維持・補修戦略 - 事例集） 

 
 道路舗装の革新的な維持補修および修復戦略に関する 17 事例を収集。アスファルト混合物の

再利用、予防的維持補修、低騒音な次世代コンクリート路面 (NGCS)など多数の革新的事例、専

門家教育、維持補修管理計画など組織および戦略的側面も含む。 

● The Use of Big Data for Road Condition Monitoring - Literature Review 
（路面状況モニタリングのためのビッグデータの活用 - 文献レビュー） 

 
 路面状況モニタリングに使用できるビッグデータとデータ処理手法の紹介。CANバス、スマート

フォン、デジタル画像、オープンデータ、クラウドソーシング・データ、人工衛星などのビッグデー

タの種類や特徴、データの収集・処理・分析・利用の手法やツールを概説。 

● Measures for improving resilience of pavements - Technical Report 
（舗装のレジリエンス向上対策 - テクニカルレポート） 

 
 舗装のレジリエンスに関する概念や定義、評価方法、向上策について紹介。気候変動、自動車

交通、自然もしくは人為的な災害の 3つのカテゴリに分け、舗装に与える影響や脆弱性を分析し、

舗装種類やライフサイクルに応じて舗装のレジリエンス向上のための対策を提案。 

● Measures for Improving Resilience of Pavements - Collection of Case Studies 
（舗装のレジリエンス向上対策 - 事例集） 

 
 舗装のレジリエンスを向上させるための対策に関する事例を収集。降水量の増加や極端な気

温上昇といった気候変動の影響への対策、革新的な材料の使用など自動車交通の影響を軽減

する対策を検討。 

 

TC 4.2 - Bridges（橋梁） 

● Measures for Increasing the Adaptability of Road Bridges to Climate Change - Technical Report 
（気候変動に対する道路橋の適応力を高めるための対策- テクニカルレポート） 

 
 気候変動に対する橋梁のレジリエンスを高める方策について 15 カ国 19 事例を収集。多くの国

では気候変動に対する設計基準や管理方法の適応が進んでいない。事例では、気候変動の影

響、対策などを紹介。 

● Forensic Engineering for Structural Failures - Technical Report 
（構造欠陥に対するフォレンジック・エンジニアリング - テクニカルレポート） 

 
 橋梁崩壊の原因を特定して教訓を伝達するフォレンジック・エンジニアリングが重要となってい

る。崩壊の要因（設計、材料、施工、過荷重など）、予防や対策に関する事例を紹介。 
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● Advancement of Inspection Techniques / Technologies as a part of Bridge Management Systems - PIARC Technical Report 
（橋梁マネジメントシステムの一部としての点検手法/技術の進歩 - テクニカルレポート） 

 
 新たな点検支援技術の適用について 28 事例を収録。RC 構造物の表面欠陥の検出に適するド

ローンを用いた高解像度画像、赤外線カメラによる点検。ポストテンション PC ケーブルやステイ

ケーブルの損傷検出に有用な全磁束法、振動法、超音波探査など。 

● Road Bridges - New Rehabilitation Materials and Technologies - Technical Report 
（道路橋 - 新しい修復材料と技術 – テクニカルレポート） 

 
 道路橋の修復（リハビリテーション）に焦点を当て、革新的な技術や材料について 14 カ国 41 事

例を収集。炭素繊維強化プラスチック（CFRP）、ガラス繊維強化プラスチック（GFRP）、超高強度

繊維補強コンクリート（UHPFRC）などの新しい補修材料や技術の有効性を紹介。 

● Damage-Resilient Bridges in Seismic Areas - Technical Report 
（地震地域におけるレジリエントな橋梁 – テクニカルレポート） 

 
 橋梁の耐震補強の優先順位付けや実施されている補強技術について分析。各国の耐震設計基

準の変遷や橋梁の安全と性能に与える影響、各国が採用している耐震補強戦略や技術について

紹介。 

● Damage-Resilient Bridges in Seismic Areas - Collection of Case Studies 
（地震地域におけるレジリエントな橋梁 - 事例集） 

 
 橋梁の地震リスク管理、地震時の橋梁性能向上に関するアンケート調査およびケーススタデ

ィ。1) 既存の橋梁の耐震性能や耐震設計基準、改修の優先順位等に関する項目、2) 実際の橋

梁改修に関する項目から構成。 

 

TC 4.3 - Earthworks（土工） 

● Innovations and Techniques - Application to Earth Structures in the Future - A PIARC technical Report 
（イノベーションと技術 – 将来の土構造物への応用 – テクニカルレポート） 

 
 気候変動や自然災害の増加によって、より強靭な土構造物が必要となっている。土構造物のラ

イフサイクルのさまざまな段階、強靭性の鍵である排水の検討、土構造物のレジリエンスを推定

する新しい指標の紹介。 
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TC 4.4 - Tunnels（トンネル） 

● Improving Road Tunnel Resilience, Considering Safety and Availability - Technical Report 
（安全性と可用性を考慮した道路トンネルのレジリエンスの向上 – テクニカルレポート） 

 
 可能な限り安全な条件の下で、異常事態でもトンネルの通行を維持し続ける能力をレジリエンス

とし、種々の事象に対する安全性確保の手法や推奨事項、レジリエンスを管理し向上させるロー

ドマップを検討。 

● Improving Road Tunnel Resilience, Considering Safety and Availability - Literature Review 
（安全性と可用性を考慮した道路トンネルのレジリエンスの向上- 文献レビュー） 

 
 トンネルのレジリエンスに関する文献レビュー。レジリエンスの定義やトンネル管理の原則、安

全性のリスク評価や緊急事態対応計画、保守と改修、地震対策、火災対策、環境影響、運用と交

通管理、技術革新、法的枠組み、経済性等に関する事例を紹介。 

● Good Practices in Maintenance and Traffic Operation of Heavily Trafficked Urban Road Tunnels - Technical Report 
（交通量の多い都市道路トンネルの維持管理と交通運用における優良事例 – テクニカルレポート） 

 
 交通量の多い都市部トンネルの保守と運用に関する国際的なベストプラクティスを紹介。交通管

理や設計、改修などの課題を分析。2008年レポート「Urban Road Tunnels」を抜粋し、「都市トン

ネルの特性」、「トンネル改修による影響の軽減」、「初期設計と改修」、「推奨事項」を新たに追加。 

● Good Practices in Maintenance and Traffic Operation of Heavily Trafficked Urban Road Tunnels - Collection of Case Studies 
（交通量の多い都市道路トンネルの維持管理と交通運用における優良事例- 事例集） 

 
 交通量の多い都市部トンネルの保守および管理事例を収集。事例は 3 つのカテゴリに分類、1) 
様々なアプローチによるインシデントへの迅速対応、2) トンネル改修工事の計画と実施、利用者

への影響軽減、3) メンテナンスと運用のための新たなツール（BIM、CAFM等）。 

● Impact of New Propulsion Technologies on Road Tunnel Operations and Safety – Technical Report 
（道路トンネルの運用と安全性に対する新しい推進技術の影響 - テクニカルレポート） 

 
 新しい推進技術、特に電気自動車や圧縮天然ガスバスなどの新エネルギー車（NEC）が道路ト

ンネルの運用と安全に与える影響、火災特性、消火方法、インフラへの影響、安全リスクの変化を

検討。 

● Impact of New Propulsion Technologies on Road Tunnel Operations and Safety – Case Studies 
（道路トンネルの運用と安全性に対する新しい推進技術の影響 - 事例集） 

 
 電気自動車や水素自動車など代替燃料を用いた自動車が事故を起こした場合の火災や有毒ガ

ス発生の特徴や対策、研究、実際に発生した事故の事例を紹介。 
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TF 4.1 - Road Design Standards（道路設計基準） 

● Models for Sight Distance in Road Design - A Worldwide Comparison of Standards - 
Technical Report 

（道路設計における視距に関するモデル- 基準の国際比較 - テクニカルレポート） 
 
 18 カ国の道路設計基準の視距に関するモデルをレビュー。各国のモデルを比較し、新技術、交

通モードの変化、多様なデータソースの利用可能性に適応する必要性を検討。視距は、制動停止

視距、追越視距、意思決定視距に着目。 

● State of the Art in Road Design Standards - Literature Review 
（道路設計基準の最先端 - 文献レビュー） 

 
 道路設計基準に関する文献レビューと比較分析。15 カ国の道路設計基準の更新状況や道路モ

ビリティの革新への対応を調査。道路設計基準の類似点と相違点を検討し、新技術やモビリティ

の変化（パーソナルモビリティ、コネクテッド、自動運転）、ビッグデータの利用可能性などへの適

応を評価。 

 
 
■ Special Projects（スペシャルプロジェクト） 

● Managing Innovation in Transport Agencies 
（交通機関におけるイノベーションのマネジメント） 

 
 道路および交通機関がイノベーションを促進し、持続させる方法、イノベーションを促進する主

要な推進要因、事例研究を通じて直面する課題と解決策を検討。また、交通機関がイノベーショ

ンを効果的に実装するためのガイドラインを提供。 

● Biking for the Future – Special Project 
（未来への自転車） 

 
 都市間の自転車インフラについて10件（ヨーロッパのEuroVelo、カナダ、中国、米国など）のケ

ーススタディ。都市間自転車インフラは、二酸化炭素排出量の削減、通勤の容易化、健康増進、

社会的交流機会の増加など、整備費用に対して十分な効果をもたらすが、政策では重視されて

おらず十分な予算が確保されないことなどを指摘。 

● Carbon Neutrality of The Road Sector 
（道路セクターにおけるカーボンニュートラル） 

 
 カーボンニュートラル社会の実現のため、道路セクターにおける対応策を検討。前半は、各国

の道路管理者のカーボンニュートラル戦略を調査、後半は、脱炭素化に貢献しうる技術を調査

し、一部の技術ではその潜在的な炭素削減量を概算。 
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● Bridge And Tunnel Strikes By Oversized Vehicles 
（大型車両による橋梁とトンネルへの衝突） 

 
 橋梁やトンネルに衝突する大型車両の問題と対策を検討。世界中の橋梁やトンネルの管理者

や運営者からデータを収集し、衝突の原因や影響、緩和策や技術を詳細にレビュー。特に、低中

所得国（LMICs）の状況に配慮し、経済的な分析や事例も示す。 

● Overweight Vehicles: Impact on Road Infrastructure and Safety 
（過積載車両による道路インフラや安全性への影響） 

 
 過積載車両の問題と対策を検討。過積載車両は、車両や橋梁の諸元、舗装仕様、過積載量など

に依存し、道路構造物の劣化、交通安全性の低下、道路管理者の経済的損失などの深刻な影響

を及ぼす。教育、Weigh-In-Motion（WIM）、監視と罰則などの対策事例を紹介。 

● Smart Roads Classification 
（スマート道路の区分） 

 
 コネクテッド・自動運転車（CAV）の時代に対応した新しい道路区分として、「スマート道路の区分

（SRC）」を検討。SRC は、2 つの指標、「自動運転のサービスレベル」と「自動運転に対する道路

インフラの支援レベル」に基づいて 5段階の道路区分を提案。 

● Road Related Data and How to Use it 
（道路関連データとその活用方法） 

 
 道路インフラの管理が直面している変化に対応し、道路ネットワークの維持と管理を容易にする

ためのデータ収集と処理の最新技術を紹介。道路利用者のニーズとインフラの劣化、気候変動や

新技術など新たな課題に対処するため 20の推奨事項を提言。 

 
 
■ Cross-Cutting Committees（横断的委員会） 

Road Statistics Committee（道路統計委員会） 

● PIARC DataBook of Road and Road Transport 2020-2023 
（道路および道路交通データブック 2020-2023） 

 
 各国の道路と道路交通を把握できるように、7 つの領域を設定し 10 の指標を収集・分析。2023
年版は LMICs を含む 29 カ国を国際比較。各国の指標の定義や、道路政策など質的データも調

査。 
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PIARCテクニカルレポート・リスト
☆：概要を作成しているレポート（73編） 2024年5月17日時点

フルレポート ブリーフィング
ノート 事例集 文献レビュー その他

戦略テーマ1　道路行政
TC 1.1交通行政のパフォーマンス

☆ 1  顧客体験と公共価値の創造 - テクニカルレポート ○
☆ 2  顧客体験 - 事例分析 ○
☆ 3  破壊的技術とサービスモデルの形成における交通機関の役割 - テクニカルレポート ○
☆ 4  破壊的技術とサービスモデルの形成における交通機関の役割 - 調査レポート ○
☆ 5  破壊的技術とサービスモデルの形成における交通機関の役割 - 事例集 ○

6  破壊的技術とサービスモデルの形成における交通機関の役割 - インパクトの大きい概要 ○
7  破壊的技術とサービスモデルの形成における交通機関の役割 - 民間部門ラウンドテーブル ○

☆ 8  すべては人々のためにある：多様性の明確化と推進、そして新たな人材マネジメント - テクニカルレポート ○
☆ 9  交通機関における多様性と人材マネジメント：成功への道？ - 文献レビュー ○

TC 1.2道路と交通の計画による社会経済開発

TC 1.3資金と調達
☆ 1  道路インフラの資金調達と財源におけるベストプラクティス - 事例集 ○
☆ 2  新しい推進技術が道路インフラの資金調達に与える影響 - ブリーフィングノート ○

TC 1.4気候変動と道路ネットワークのレジリエンス
☆ 1  レジリエンスへの統一的かつ総合的なアプローチ： 気候変動とその他の災害 - テクニカルレポート ○
☆ 2  気候変動やその他の災害と道路ネットワークのレジリエンス - 事例集 ○

3  道路における気候変動、レジリエンス、災害マネジメント - セミナー ○
☆ 4  PIARC 国際気候変動適応フレームワーク2023 - テクニカルレポート ○

TC 1.5災害マネジメント
☆ 1  ビッグデータとソーシャルネットワーク情報の災害マネジメントへの活用 - テクニカルレポート ○
☆ 2  ビッグデータとソーシャルネットワーク情報の災害マネジメントへの活用 - ブリーフィングノート ○
☆ 3  災害マネジメントの財政的側面 - テクニカルレポート ○
☆ 4  国際社会における災害の財政マネジメントに関する研究 - ブリーフィングノート ○

5  道路災害マネジメント：最新のITの活用 - ブリーフィングノート ○
6  道路における気候変動、レジリエンス、災害マネジメント - セミナー ○

TF 1.1綿密に準備されたプロジェクト
☆ 1  綿密に準備されたプロジェクト - 事例集 ○

2  各国はどのように準備の整ったプロジェクトを進めているか： 10カ国のレビュー - 文献レビュー ○
戦略テーマ2　モビリティ

TC 2.1都市圏のモビリティ
☆ 1  大都市圏における交通行動データ収集のケーススタディ - ブリーフィングノート ○
☆ 2  都市および都市周辺部における道路ネットワークを最適化するマルチモーダルなソリューション - 事例集 ○
☆ 3  都市および都市周辺部における新しいモビリティの影響評価 - 事例集 ○

TC 2.2地方部のアクセシビリティとモビリティ
☆ 1  地方部の道路：地方開発の柱 - 事例集 ○

TC 2.3貨物輸送
☆ 1  道路ネットワークにおける過積載とそれに伴うインフラ損傷を軽減するためのモニタリングと規制 - テクニカルレポート ○
☆ 2  道路ネットワークにおけるトラックの過積載とそれに伴うインフラ損傷を軽減するための規制・取締対策 - 事例集 ○
☆ 3  環境に優しい貨物輸送 - テクニカルレポート ○
☆ 4  環境に優しい貨物輸送 - ファクトシート ○

TC 2.4道路ネットワーク管理／ITS
☆ 1  ビッグデータを活用した道路ネットワーク管理の最適化 - テクニカルレポート ○
☆ 2  データ活用による道路ネットワーク管理の最適化 - 事例集 ○

TF 2.1新たなモビリティが道路インフラと交通に与える影響
☆ 1  新しいモビリティと道路インフラ - テクニカルレポート ○

2  新しいモビリティと道路インフラ - 中間レポート ○
TF 2.2電気道路システム

☆ 1  電気道路システム：ネットゼロへの道 - テクニカルレポート ○
☆ 2  電気道路システム - 事例集 ○

TF B.2自動運転車 - 道路事業者・管理者の課題と機会
☆ 1  自動運転車：道路事業者と道路管理者の課題と機会 - テクニカルレポート ○
戦略テーマ3　安全と持続可能性

TC 3.1道路の安全
☆ 1  LMICs の具体的な交通安全問題: 実例 - 事例集 ○
☆ 2  LMICsにおける交通安全: 具体的な問題の特定と分析 - 文献レビュー ○
☆ 3  実績のある対策で世界の命を救う - テクニカルレポート ○
☆ 4  道路プロジェクトのための道路安全監査ガイドライン - テクニカルレポート ○

TC 3.2冬期サービス
☆ 1  冬期サービスにおける新技術の導入 - テクニカルレポート ○
☆ 2  都市の冬期モビリティ - 事例集 ○
☆ 3  雪氷データブック2022 ○

TC 3.3アセットマネジメント
☆ 1  道路ネットワークのレジリエンス向上のための対策 - テクニカルレポート ○
☆ 2  老朽化インフラの更新と再生 - テクニカルレポート ○

TC 3.4道路インフラと交通における環境持続性
☆ 1  低排出ゾーン - 計画と実施 - ブリーフィングノート ○
☆ 2  道路インフラプロジェクトにおける生物多様性の主流化 - テクニカルレポート ○
☆ 3  道路インフラプロジェクトにおける生物多様性の主流化 - 事例集 ○

4  道路周辺の大気質 - ブリーフィングノート ○
TF 3.1道路インフラと交通のセキュリティ

☆ 1  道路インフラと交通のセキュリティ - テクニカルレポート ○
☆ 2  道路インフラと交通のセキュリティに関連する文書- 文献レビュー ○
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フルレポート ブリーフィング
ノート 事例集 文献レビュー その他

戦略テーマ4　レジリエント・インフラストラクチャー
TC 4.1舗装

1  舗装におけるリサイクル材料の使用 - ブリーフィングノート ○
☆ 2  舗装におけるリサイクル材料の使用 - 事例集 ○

3  舗装におけるリサイクル材料の使用 - 文献レビュー ○
☆ 4  革新的な舗装の維持・補修戦略 - 事例集 ○

5  路面状況モニタリングのためのビッグデータの活用 - ブリーフィングノート ○
☆ 6  路面状況モニタリングのためのビッグデータの活用 - 文献レビュー ○
☆ 7  舗装のレジリエンス向上対策 - テクニカルレポート ○
☆ 8  舗装のレジリエンス向上対策 - 事例集 ○

9  舗装のライフサイクル二酸化炭素排出量の削減（2019R33） - インパクトの大きい概要 ○
TC 4.2橋梁

☆ 1  気候変動に対する道路橋の適応力を高めるための対策 - テクニカルレポート ○
2  気候変動に対する道路橋の適応力を高めるための対策 - 文献レビュー ○

☆ 3  構造欠陥のフォレンジック・エンジニアリング - テクニカルレポート ○
☆ 4  橋梁マネジメントシステムの一部としての点検手法/技術の進歩 - テクニカルレポート ○

5  橋梁マネジメントシステムの一部としての点検手法/技術の進歩 - 事例集 ○
☆ 6  道路橋 - 新しい修復材料と技術 - テクニカルレポート ○

7  道路橋の新しい修復材料と技術 - ブリーフィングノート ○
☆ 8  地震地域におけるレジリエントな橋梁 - テクニカルレポート ○
☆ 9  地震地域におけるレジリエントな橋梁 - 事例集 ○

TC 4.3土工
1  土構造物のレジリエンス - 事例集 ○
2  自然災害に対する土構造物のレジリエンス強化 - 文献レビュー ○

☆ 3  イノベーションと技術 - 将来の土構造物への応用 - テクニカルレポート ○
4  土工の技術とイノベーション - 事例集 ○

TC 4.4トンネル
☆ 1  安全性と可用性を考慮した道路トンネルのレジリエンスの向上 - テクニカルレポート ○

2  安全性と可用性を考慮した道路トンネルのレジリエンスの向上 - ブリーフィングノート ○
☆ 3  安全性と可用性を考慮した道路トンネルのレジリエンスの向上 - 文献レビュー ○
☆ 4  交通量の多い都市道路トンネルの維持管理と交通運用における優良事例 - テクニカルレポート ○
☆ 5  交通量の多い都市道路トンネルの維持管理と交通運用における優良事例 - 事例集 ○
☆ 6  道路トンネルの運用と安全性に対する新しい推進技術の影響 - テクニカルレポート ○
☆ 7  道路トンネルの運用と安全性に対する新しい推進技術の影響 - 事例集 ○

TF 4.1道路設計基準
☆ 1  道路設計における視距に関するモデル- 基準の国際比較 - テクニカルレポート ○
☆ 2  道路設計基準の最先端 - 文献レビュー ○
スペシャルプロジェクト
☆ 1  交通機関におけるイノベーションのマネジメント ○
☆ 2  未来への自転車 ○

3  PIARC交通安全知識交換 ○
☆ 4  道路セクターにおけるカーボンニュートラル ○
☆ 5  大型車両による橋梁とトンネルへの衝突 ○
☆ 6  過積載車両による道路インフラや安全性への影響 ○
☆ 7  スマート道路の区分 ○
☆ 8  道路関連データとその活用方法 ○

9  持続可能性と経済発展に対する道路交通の貢献 ○
横断的委員会

道路統計委員会
☆ 1  道路および道路交通データブック 2020-2023 ○

44 11 24 10 5
合計　
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